
新
年
の
ご
挨
拶

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

と
い
い
ま
す
が
、
皆
様
今
年
一
年
、
何

を
目
標
に
過
ご
さ
れ
る
か
、
健
康
に

関
す
る
目
標
や
、
○
○
を
達
成
す

る
！
と
い
っ
た
目
標
で
も
良
い
で
す

し
、
一
年
の
始
ま
り
と
い
う
節
目
で

す
か
ら
、
習
い
事
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
る
の

も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

曹
洞
宗
の
大
事
な
お
経
の
一
つ
で

あ
る
修
証
義
（
し
ゅ
し
ょ
う
ぎ
）
に
は

最
勝
の
善
身
を
徒
（
い
た
ず
）
ら
に
し

て
露
命
（
ろ
め
い
）
を
無
常
の
風
に
任

す
る
こ
と
な
か
れ
と
い
う
こ
と
ば
が

あ
り
ま
す
。
優
れ
た
人
生
を
無
益
に

過
ご
し
、
露
の
よ
う
に
は
か
な
い
命

を
た
だ
過
ぎ
去
る
時
に
任
せ
て
無
為

に
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
っ

た
意
味
で
す
。
ま
た
、
道
元
禅
師
の

「
典
座
教
訓
」
に
は
更
に
何
れ
の
時
を

か
待
た
ん
（
今
や
ら
な
く
て
、
い
つ
や

る
の
か
？
）
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り

ま
す
。

今
で
き
る
こ
と
を
一
心
に
行
う
こ

と
が
、
仏
道
に
か
な
っ
た
行
い
な
の

で
す
。
皆
様
が
一
年
間
、
か
け
が
え
の

な
い
一
日
一
日
を
精
一
杯
、
無
事
に

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
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１月２日 大般若祈祷会

１月４日～７日 年頭のご挨拶廻り

１月11日 初観音梅花流新年会

２月３日 節分会

２月15日 釈尊涅槃会

２月中旬 教区護持会総会

２月28日 梅花流一泊研修

3月１日 梅花流宗務所検定

３月17日～23日 春彼岸

４月３日 大般若会

４月８日 釈尊降誕会（花祭り）

５月24日～26日 梅花流全国大会

６月22日 梅花流群馬県大会

６月中旬 第5回護持会総会

8月5日 天明供養祭

８月14日 大施食会

９月20日～26日 秋彼岸

10月９日（祝） 第９回ゴルフコンペ

10月上旬 忠霊塔供養祭

1１月中旬 教区団体参拝旅行

12月８日 釈尊成道会

12月31日 除夜の鐘

※赤文字のご案内は3ページに掲載しております。



　　

第
八
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

昨
年
一
〇
月
一
〇
日
体
育
の
日
、
五
〇
名
の
檀
信
徒
に
お
集
ま
り
頂
き
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
爽
や
か
な
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
終
了
後
は
本
堂
に
て
親
睦
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
護
持
会
副
会
長
の

櫻
井
芳
樹
様
に
ご
挨
拶
を
、
総
代
の
山
口
次
夫
様
に
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
世
話
人
の
湯
本
茂
様
、
長
谷
川
浩
一
様
に
司
会
進
行
し
て
頂
き
ま

し
た
。
優
勝
は
初
出
場
の
佐
藤
良
平
様
で
し
た
。
本
年
も
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

主
な
催
し
の
ご
報
告

①②③

④⑤⑥

大
施
食
会

交
通
安
全
祈
願

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー

昨
年
は
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
死
亡

事
故
が
多
発
致
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
こ
の

長
野
原
町
は
車
の
な
い
生
活
は
不
便
で
す
。

雲
林
寺
で
は
交
通
安
全
を
祈
願
し
マ
グ

ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
一

月
二
日
の
新
年
祈
祷
会
で
祈
祷
し
た
も
の

を
年
始
に
お
配
り
致
し
ま
す
。
是
非
自
家
用

⓵
八
月
五
日
、
天
明
の
供
養
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
山
参
道
に
は
、

天
明
三
年
（
一
七
八
三
年
）
浅
間

山
大
噴
火
で
亡
く
な
っ
た
方
の
供

養
碑
と
死
者
を
弔
う
地
蔵
が
あ
り

ま
す
。
天
明
三
年
の
浅
間
山
噴
火

は
同
年
五
月
八
日
～
八
月
四
日
に

大
噴
火
、
火
砕
流
が
発
生
し
、
八

月
五
日
午
前
一
〇
時
頃
土
石
流
に

よ
る
天
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
長
野
原
の
地
は
二
一
〇
名
の
犠

牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
旧
鎌
原
村

四
八
三
名
に
次
ぐ
被
害
で
す
。
毎

年
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
八

月
五
日
に
供
養
を
し
て
お
り
ま
す

②
八
月
七
日
、
長
野
原
町
立
中
央

小
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
一
泊
修
行

体
験
を
し
ま
し
た
。

（
表
紙
）
大
施
食
会
の
法
要
が
厳

修
さ
れ
ま
し
た
。

③
法
要
前
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
の

坂
井
清
様
（
中
之
条
町
）
に
演
奏

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
坂
井
様

は
F
・
Ｉ
・
Ｈ
ジ
ャ
パ
ン
第
三
十

二
回
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
世
界
ハ
ー
モ
ニ
カ
連
盟
日
本
支

部
主
催
）
の
複
音
部
門
で
、
優
勝

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
一
に
輝

く
演
奏
は
見
事
で
し
た
。

⓸
法
要
終
了
後
は
曹
洞
宗
管
長
よ

り
表
彰
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
山

護
持
会
長
の
田
村
守
様
、
副
会
長

の
櫻
井
芳
樹
様
、
総
代
の
長
谷
川

誠
様
、
山
口
次
夫
様
の
四
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

➄
九
月
二
十
一
日
は
忠
霊
塔
供
養

で
し
た
。
忠
霊
塔
は
終
戦
の
昭
和

十
九
年
八
月
、
雲
林
寺
境
内
に
建

立
さ
れ
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
没

者
の
お
骨
を
安
置
し
て
お
り
ま
す
。

遺
族
の
方
が
集
ま
り
、
お
焼
香
し

て
頂
き
ま
し
た
。

⑥
九
月
二
十
四
日
お
彼
岸
中
に
初

心
者
坐
禅
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で



　　

梅
花
流
だ
よ
り

節
分
会

二
月
三
日
夜
七
時
～

冬
か
ら
春
に
な
る
節
日
、
い
わ
ゆ
る
立
春
の
前

日
に
「
明
日
か
ら
の
一
年
が
、
災
い
の
な
い
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
願
う
行
事
が
節
分
で
す
。

当
山
で
は
厄
払
い
の
祈
祷
及
び
法
要
を
毎
年

行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
般
祈
祷
二
千
円
、
記
念
品

付
祈
祷
三
千
五
百
円
に
な
り
、
記
念
品
付
祈
祷
を

申
込
さ
れ
た
方
は
会
場
の
特
設
舞
台
に
上
が
っ

て
福
豆
を
ま
い
て
頂
き
ま
す
。
尚
、
ま
か
れ
た
福

豆
の
中
に
は
く
じ
が
入
っ
て
お
り
、
景
品
と
交
換

で
き
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
般
若
会

四
月
三
日
一
〇
時
三
〇
分
～

大
般
若
会
と
は
、
大
般
若
経
の
経
文
を
読
む

（
転
読
）
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
功
徳
を
も
っ
て
、

世
界
の
平
和
や
参
列
者
の
平
安
な
ど
を
ご
祈
祷

申
し
上
げ
る
法
会
で
す
。

こ
の
転
読
と
は
、
僧
侶
何
人
か
で
手
分
け
し
て

経
本
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
よ
う
に
パ
ラ
パ
ラ
と

広
げ
て
め
く
っ
て
流
し
読
む
こ
と
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
清
ら
か
な
"
般
若
（
は
ん
に
ゃ
）
の
風
"

が
起
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
清
ら
か
な
風

に
当
た
る
こ
と
で
、
昔
よ
り
家
内
安
全
、
厄
難
消

除
、
商
売
繁
昌
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
転
読
に
よ
る
般
若
の
清
ら
か
な
風
の

ご
利
益
を
お
受
け
下
さ
い
。

大
施
食
会

八
月
十
四
日
十
一
時
～

施
食
会
の
目
的
は
、
あ
の
世
で
苦
し
む
餓
鬼
に
飲

食
を
施
す
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ご
先
祖
様
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
願
う
と
と
も
に
、
万
物
諸
々
に
対
す
る
思

い
や
り
の
心
と
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
る
ご
供
養
な

の
で
す
。
で
は
、
何
故
、
お
盆
の
時
期
に
施
食
会
が

お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、
お
盆
の
由
来
で
あ
る
、
目
連
（
も
く
れ
ん
）

さ
ま
が
餓
鬼
道
に
落
ち
た
母
親
を
救
っ
た
話
と
、
施

食
会
の
由
来
で
あ
る
、
阿
難
（
あ
な
ん
）
さ
ま
が
餓

鬼
に
施
し
を
し
て
救
わ
れ
た
話
が
似
て
い
る
こ
と
が

ひ
と
つ
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
故
郷
の
ご
実
家
に
皆
が

集
ま
る
お
盆
の
時
期
に
各
家
庭
で
は
ご
先
祖
様
を
お

も
て
な
し
す
る
行
事
を
行
い
、
お
寺
で
は
施
食
会
法

要
を
営
み
、
そ
の
法
要
に
家
族
・
親
戚
皆
で
参
加
し
、

お
帰
り
に
な
ら
れ
て
い
る
ご
先
祖
様
が
あ
の
世
で
苦

し
ま
な
い
よ
う
に
願
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

一
緒
の
時
期
に
行
い
ま
す
。

団
参
旅
行

十
一
月
中
旬

北
陸
方
面
（
永
平
寺
参
拝
）

大
本
山
永
平
寺
は
一
二
二
四
年
、
道
元
禅
師
が
四

十
五
歳
の
と
き
、
波
多
野
義
重
（
は
た
の
よ
し
し

げ
）
公
の
願
い
に
よ
っ
て
、
越
前
（
福
井
県
）
に
大

仏
寺
（
だ
い
ぶ
つ
じ
）
を
建
立
し
、
二
年
後
に
永
平

寺
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
深
山
幽
谷

の
地
に
た
た
ず
む
山
門
、
仏
殿
、
法
堂
（
は
っ
と

う
）
、
僧
堂
（
そ
う
ど
う
）
、
庫
院
（
く
い
ん
）
、
浴

室
、
東
司
（
と
う
す
）
の
七
堂
伽
藍
（
し
ち
ど
う
が

ら
ん
）
で
は
、
修
行
僧
が
道
元
禅
師
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
厳
し
い
作
法
に
従
っ
て
禅
の
修
行
を
営
ん
で
い

ま
す
。

旅
行
の
詳
し
い
行
程
は
次
号
（
本
年
八
月
）
に
ご

案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
檀
信
徒
様
で
し
た
ら
ど
な

た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
心
の
観
光
地
と
し
て
国

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
永
平
寺
へ
是
非
参
拝
さ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

坐
禅
会
・
茶
話
会

二
月
二
十
六
日
十
四
時
～
本
堂

本
年
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
坐
禅
の
時
間
は
指

導
も
含
め
一
時
間
程
で
す
。
多
く
の
参
加
者
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

講員さん募集中

ご詠歌は、ご供養の気持ちを心

温まるメロディーにのせて歌いま

す。初めての方でも是非お気軽に

お越しください。お待ちしてます。

梅
花
流
群
馬
県
奉
詠
大
会

轟

美
代
子

第
五
十
九
回
梅
花
流
群
馬
県
奉
詠
大
会
が
十
一
月
十
六
日
渋
川
市
民
文
化
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雲
林
寺
講
と
し
て
は
比
較
的
近
い
会
場
な
の

で
往
復
時
間
が
か
か
ら
ず
に
助
か
り
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
県
大
会
は
講
員
の
皆
様
の
日
頃
の
精
進
と
努
力
の
成
果
が
発
揮

さ
れ
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
の
課
題
曲
は
「
花
供
養
御
和
讃
」
「
花
供

養
御
詠
歌
」
で
す
。
こ
の
歌
の
要
約
は
い
つ
、
ど
こ
で
も
花
を
供
え
る
行
い
が

御
仏
（
み
ほ
と
け
）
の
教
え
を
自
分
自
身
が
確
認
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と

い
う
事
な
の
で
す
。
「
花
を
供
え
さ
え
す
れ
ば
い
い
の
だ
」
と
い
う
考
え
は

「
供
養
」
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
事
を
教
え
て
い
ま
す
。

去
年
と
同
じ
く
常
林
寺
講
、
無
量
院
講
、
雲
林
寺
講
の
合
同
登
壇
で
す
が
、

詠
題
詠
頭
に
も
雲
林
寺
の
佐
藤
ふ
さ
子
さ
ん
、
篠
原
禮
子
さ
ん
、
宮
﨑
ハ
ナ
さ

ん
が
指
名
さ
れ
お
役
を
立
派
に
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
清
興
で
は
地
元
の
渋

川
雷
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
に
会
場
が
盛
り
上
が
り

ア
ン
コ
ー
ル
に
も
答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

雲
林
寺
梅
花
講
に
入
講
し
て

原
澤

幸
子

二
〇
年
前
の
初
秋
、
ま
だ
残
暑
厳
し
い
頃
北
陸
へ
旅
行
し
た
時
に
初
め
て
大

本
山
永
平
寺
に
行
き
拝
観
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
眼
に
し
た
光
景
は
、

雲
水
の
皆
さ
ん
が
黙
々
と
一
生
懸
命
に
作
務
を
さ
れ
て
い
る
姿
で
し
た
。
廊
下

や
壁
、
見
え
る
所
す
べ
て
に
掃
除
が
い
き
届
い
て
い
て
今
迄
に
な
い
感
動
と
驚

き
で
し
た
。
思
え
ば
そ
の
時
か
ら
仏
教
に
興
味
を
持
ち
、
今
を
し
っ
か
り
大
切

に
生
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
今
、
葬
儀
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
で
副
住
職
様
や

梅
花
講
の
皆
さ
ん
が
御
詠
歌
を
お
唱
え
す
る
姿
を
見
て
私
に
も
で
き
な
い
か

な
・
・
・
し
た
い
‼
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
色
々
な
き
っ
か
け
や
ご
縁

が
あ
り
講
に
入
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
つ
い
て
い
く
だ
け
で

一
生
懸
命
で
す
が
、
お
寺
で
学
ぶ
と
い
う
事
が
す
ご
く
楽
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
引
き
出
し
を
沢
山
持
ち
、
理
解
し
て
い
き
、
仏
教
の
魅
力
を
よ

り
多
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
を
暖
か
く
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
感
謝
し
、
こ
の
出
逢
い
を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

行
事
の
ご
案
内



平
成
二
十
九
年

年
回
正
当
の
お
知
ら
せ

長
野
原
地
区
長
谷
川
誠
様
③
⑦
山
口
次
夫
様
㊿
宮
崎

透
様
①
浅
沼
勝
巳
様
①
浅
沼
邦
男
様
㉗
浅
沼
清
一
様

㉓
飯
塚
十
四
和
様
⑰
市
村
美
佐
子
様
㉕
市
村
と
み
様

③
伊
藤
敏
英
様
③
加
島
明
様
⑰
加
部
恒
夫
様
⑬
加
部

美
次
様
③
黒
岩
つ
ね
子
様
⑦
㉝
酒
井
正
躬
様
㉓
坂
井

義
隆
様
⑰
櫻
井
祐
喜
様
㉓
佐
藤
昭
久
様
③
佐
藤
一
仁

様
①
佐
藤
修
二
郎
様
⑦
㉗
佐
藤
孝
子
様
③
佐
藤
強
様

㊿
佐
藤
照
夫
様
③
㉗
佐
藤
は
ぎ
江
様
①
佐
藤
花
吉
様

㉗
佐
藤
良
平
様
㉓
篠
原
博
史
様
⑦
篠
原
浩
次
様
③
⑰

柴
崎
年
彦
様
①
芝
田
尚
登
様
㉓
芝
田
正
雄
様
①
㉕
清

水
幸
子
様
①
霜
田
恵
太
郎
様
⑬
高
橋
昇
様
㉗
高
山
初

夫
様
①
竹
渕
由
紀
子
様
⑰
寺
沢
都
紀
夫
様
③
冨
澤
冬

子
様
㉕
野
口
裕
幸
様
①
橋
詰
俊
英
様
①
橋
詰
政
雄
様

㊿
増
井
勝
宏
様
⑦
宮
川
康
弘
様
㉝
宮
崎
恵
美
子
様
③

⑦
宮
崎
健
一
様
①
宮
崎
昭
様
㉕
㊿
宮
崎
達
彦
様
⑦
宮

崎
広
保
様
㉝
宮
下
茂
様
⑬
森
本
洋
一
様
①
山
口
和
雄

様
⑬
山
口
一
彦
様
①
山
口
茂
様
⑰
山
口
守
利
様
⑬
湯

本
和
明
様
①
③
⑬
湯
本
征
夫
様
㉕
湯
本
ミ
ド
リ
様
㉕

吉
崎
徳
蔵
様
㉕
吉
田
好
治
様
③
依
田
た
つ
子
様
㉓
渡

辺
作
様
⑬

大
津
地
区
田
村
守
様
⑰
㉓
浅
川
文
雄
様
①
浅
見
司
様

㉓
浅
見
俊
雄
様
⑦
浅
見
勇
様
㉕
浅
見
良
雄
様
㉕
市
村

稔
様
⑦
市
村
由
紀
夫
様
③
大
塚
富
美
雄
様
㉓
鎌
田
良

春
様
㉓
河
合
重
春
様
㉗
熊
川
靖
彦
様
①
黒
岩
一
久
様

㉕
黒
岩
き
み
子
様
㉓
黒
岩
今
朝
松
様
㉓
黒
岩
治
郎
様

㉝
黒
岩
輝
雄
様
①
小
林
一
昭
様
①
㉕
㊿
小
林
喜
一
郎

⑦
小
林
貴
様
⑦
⑰
㉝
小
林
達
夫
様
⑰
小
林
二
三
夫
様

㉓
小
林
弘
様
⑬
㊿
小
山
民
雄
様
③
櫻
井
憲
様
㉕
櫻
井

貞
夫
様
㉗
櫻
井
敏
雄
様
⑦
篠
原
ひ
で
子
様
㉗
嶋
村
勝

治
様
㉗
嶋
村
照
男
様
⑦
嶋
村
信
行
様
㉕
㉗
嶋
村
均
様

⑬
㉗
嶋
村
真
琴
様
⑬
㉗
嶋
村
光
治
様
㉓
関
貢
様
①
⑰

田
村
温
子
様
①
冨
澤
育
夫
様
⑬
冨
澤
重
男
様
⑦
富
沢

英
雄
様
①
冨
澤
正
男
様
③
野
口
修
男
様
①
㉓
服
部
精

一
様
㉓
廣
川
直
人
様
①
干
川
弘
枝
様
①
①
松
本
直
幸

⑰
㉝
村
田
誠
様
⑰
㉝
茂
木
哲
志
様
㉓
山
口
直
人
様
①

山
崎
正
臣
様
㉗
湯
本
完
司
様
⑬
湯
本
輝
男
様
⑰

横
壁
地
区
一
ノ
宮
か
す
み
様
③
豊
田
八
太
郎
様
⑰
萩

原
宗
仁
様
③

編
集
後
記

皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
拝
察

致
し
ま
す
。

小
生
、
四
十
を
三
年
過
ぎ
、
年
一
年
と
無
常
迅
速
を
感
じ
ず

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
、
毎
日
楽

し
い
日
々
を
昨
年
も
過
ご
し
ま
し
た
。

「
楽
し
み
極
ま
り
て
哀
し
み
生
ず
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
楽
し
い
事
も
極
限
に
ま
で
到
れ
ば
、
心
が
悲
し

く
な
る
。
何
事
も
極
ま
れ
ば
、
そ
の
反
対
の
方
へ
と
揺
れ
動
く

と
い
う
意
味
で
す
。
定
点
を
中
心
に
し
て
揺
れ
動
く
振
り
子
の

よ
う
に
。
そ
し
て
盛
ん
に
な
っ
た
も
の
は
必
ず
い
つ
か
衰
え
ま

す
。

「
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
こ
と
は
り
を
表
す
」

（
平
家
物
語
）
こ
の
道
理
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
、
何
事
に
も
一

喜
一
憂
せ
ず
、
平
常
心
を
保
っ
て
一
年
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

謹
ん
で
本
年
も
皆
様
の
万
福
多
幸
と
ご
安
寧
を
念
じ
上
げ
ま
す
。

副
住
職

轟

省
吾

北
軽
井
沢
青
木
篤
様
⑬
青
木
裕
治
様
㉗
新
井
晴
吉

様
①
新
井
光
様
㉝
池
上
義
雄
様
⑬
石
井
虎
男
様
⑦

石
井
次
雄
様
①
伊
藤
千
枝
様
⑰
⑰
井
上
和
彦
様
①

大
谷
隆
様
③
萩
野
和
男
様
③
神
倉
稔
様
㉝
神
谷
朝

美
様
①
川
嶋
仁
様
③
北
澤
宏
吉
様
①
北
島
一
浩
様

③
黒
岩
栄
様
①
小
金
沢
一
郎
様
①
斎
藤
勝
美
様
㉕

斎
藤
哲
也
様
⑰
柴
崎
三
郎
様
⑦
清
水
初
枝
様
㉝
下

田
和
希
様
⑦
下
田
忠
弥
様
⑦
須
原
伸
雄
様
⑰
関
根

鉄
男
様
⑦
大
澤
雄
二
郎
様
⑦
中
村
嘉
江
様
㉕
萩
原

雄
三
様
㉓
福
島
誠
様
⑰
㊿
藤
田
桂
一
様
①
星
野
和

義
様
③
細
井
忠
幸
様
㊿
真
下
誠
様
⑰
宮
田
満
様
⑦

柳
沢
豊
様
①
山
田
洸
平
様
①
⑰
山
田
五
郎
様
③
吉

田
昇
様
㉓

林
地
区
足
立
恒
雄
様
⑰
市
村
勝
美
様
③
㉗
市
村
敬

司
様
③
小
林
貞
一
様
㉓
小
林
茂
一
様
⑬
小
林
寛
様

⑰
篠
原
榮
子
様
⑦
篠
原
修
様
①
篠
原
克
己
様
㊿
篠

原
か
よ
子
様
③
篠
原
憲
一
様
⑬
篠
原
幸
四
郎
様
⑬

篠
原
忠
秋
様
㉕
篠
原
哲
夫
様
㊿
篠
原
延
行
様
③
⑦

篠
原
政
信
様
㉝
篠
原
ミ
キ
ヱ
様
㉕
篠
原
好
雄
様
①

中
里
守
様
⑬
㊿
星
河
す
み
江
様
㉝
星
河
良
一
①
㊿

茂
木
一
雄
様
⑰

羽
根
尾
地
区
黒
岩
元
様
㊿
一
場
茂
樹
様
⑬
井
上
眞

様
㊿
片
桐
健
造
様
㉓
唐
澤
美
恵
子
様
①
⑦
黒
岩
昭

様
㊿
黒
岩
進
様
㉓
黒
岩
大
様
①
黒
岩
峰
吉
様
㉓
酒

井
和
信
様
様
③
⑦
桜
井
隆
様
㊿
櫻
井
守
夫
様
⑬
高

原
実
様
①
竹
渕
定
夫
様
㊿
中
山
保
太
郎
様
㉝
橋
爪

満
男
様
①
樋
口
憲
治
様
①
⑦
山
口
義
秋
様
③
山
口

通
夫
様
⑰
湯
本
幸
雄
様
⑦
小
暮
光
雄
様
㉗

与
喜
屋
地
区
新
井
孝
平
様
①
片
所
博
明
様
㉝
唐
澤

博
様
③
佐
藤
昇
様
⑰
篠
原
光
江
様
⑰
野
口
友
江
様

⑦
㉕
野
口
守
様
①
③
萩
原
富
夫
様
⑦
丸
山
は
る
江

様
⑰
山
本
茂
樹
様
⑦

川
原
湯
・
川
原
畑
地
区
篠
原
一
夫
様
①
㉕
清
水
英

一
様
③
冨
澤
吉
太
郎
③
⑰
豊
田
清
様
⑬
野
口
英
雄

様
㉝
高
山
喜
幸
様
⑦
野
口
美
恵
子
様
㉓

（
町
外
）
吾
妻
郡
内
井
口
廣
様
⑦
佐
藤
進
様
③
野

木
艶
子
様
①
市
村
良
平
様
①
篠
原
弘
平
様
㉕
㉝
篠

原
芙
美
子
様
㉓
関
二
郎
様
③
野
口
忠
代
⑰
㉗
㉝
野

口
千
鶴
子
様
㉝
野
口
源
次
様
㉓
黒
岩
和
子
様
③
嶋

村
和
樹
様
⑦
根
津
幸
江
様
⑰
野
口
武
一
⑰
萩
原
潤

様
㉝
長
谷
川
ふ
さ
江
様
㉗
茂
木
光
江
様
①
野
口
喜

美
江
様
⑬
干
川
政
彦
様
③
青
木
次
郎
様
①
㉝
小
室

今
朝
夫
様
③
竹
内
文
雄
様
⑰
山
本
忠
弘
様
㉕

（
町
外
）
県
内
加
藤
政
人
様
⑦
篠
原
実
様
⑬
霜
田
照

雄
様
⑬
野
口
宗
様
㉓
野
口
み
つ
様
⑬
湯
根
み
ち
子
様

⑦
浅
見
忍
様
⑬
柄
沢
二
三
代
様
㉕
唐
澤
満
寿
男
様
㉓

斎
藤
明
様
㉗
畠
中
保
忠
様
③
服
部
ト
シ
子
様
⑰
㉗
吉

川
克
三
様
⑬
黒
岩
伸
泰
様
①
橋
爪
一
男
様
㉝
本
多
嘉

義
様
㉕
篠
原
孝
雄
様
③
⑰
野
口
弦
三
郎
様
①

（
町
外
）
県
外
市
村
登
様
⑬
萩
野
誠
様
㉕
篠
原
勝
美

様
③
森
山
繁
様
⑬
大
谷
よ
し
子
様
㉗
市
村
和
久
様
㉓

市
村
菊
男
様
③
金
丸
明
子
様
⑰
篠
原
敏
様
㊿
嶋
村
正

勝
様
③
萩
野
勉
様
③
萩
原
実
様
㊿
宮
崎
千
鶴
様
③
茂

木
昭
児
様
㊿
山
田
武
久
様
⑦
小
林
忠
男
様
③
田
中
彰

様
⑬
戸
塚
邦
子
様
①
青
木
英
一
様
㉓
芝
田
守
男
様
⑬

嶋
村
清
様
㊿
萩
原
正
俊
様
⑦
小
林
正
典
様
㉓
三
塚
通

之
様
⑬
篠
原
勤
様
⑦

年
回
例
③→

三
回
忌
に
な
り
ま
す
。
御
名
前
は
施
主
様
に
な
り

ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

年
回
表

一
周
忌

平
成
二
十
八
年

二
〇
一
六
年

三
回
忌

平
成
二
十
七
年

二
〇
一
五
年

七
回
忌

平
成
二
十
三
年

二
〇
一
一
年

十
三
回
忌

平
成
十
七
年

二
〇
〇
五
年

十
七
回
忌

平
成
十
三
年

二
〇
〇
一
年

二
十
三
回
忌

平
成
七
年

一
九
九
五
年

二
十
五
回
忌

平
成
五
年

一
九
九
三
年

二
十
七
回
忌

平
成
三
年

一
九
九
一
年

三
十
三
回
忌

昭
和
六
十
年

一
九
八
五
年


